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本市も21世紀を展望した都市整備に着実にス

タートした観がある。それに伴う市街地の拡大

も漸次行われ、都市碁盤の整備に関する諸事業

の計画スケジュール化も徐々に進展しつつある。

こうしたなかで、あらゆる文化財資源の保護、

保存に関わる諸問題もまた露顕しつつある現況

がある。昭和49年刊行の文化財分布地図は昭和

58年になって一部補強整備を実施し、その取り

扱い上に寄与してきたところである。

しかし、昭和58年以前の分布状況に関
.す
る調

査は充分とはいえない中でプロットされた分布

図であって、その補強整備はどうしても必要で

ある。従って、これまでも地区別、年度毎に再

調査を実施し、資料の蓄積を重ねてきている。

この資料の蓄積は、いずれ文化財分布地図の

改訂に継げて行く所存である。

今回の文化財分布調査に関する報告書もこの

一環として調査されたものの一報告である。

この調査、報告に関しては、地元住民はもと

より、宮城県文化財地区指導員の森剛男氏等の

多大の御協力をいただきましたこと、哀心より

感謝を申し上げますとともに、今後の文化財保

護思―想の発揚に一層の発展を期待してやみませ

ん。

昭和60年 3月

仙 台 市 教 育 委 員 会

教 育 長 藤 井  黎
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例 ロ

1.本書は仙台市教育委員会がこれまで行ってきた仙台市柳生地区の石碑の調査結果と岩切城

肋基本調査の結果を報告書にまとめたものである。

2.仙台市柳生地区の石碑分布調査の作成にあたっては、東北学院大学民俗学研究会中富洋、

日下勉、五十嵐憲一、並びに仙台市教育委員会社会教育課文化財管理係山口宏が執筆し、編

集を山口宏が行った。

3.岩切城跡基本調査の作成にあたっては、「岩切城跡周辺の遺跡分布調査」を宮城県文化財保

護地区指導員森剛男、「岩切城跡の遺構群調査」を宮城県東耳ど歴史資料館の小井川和夫、「中

世城郭のあり方からみた整備討論」を奈良国立文化財研究所の高瀬要―がそれぞれ執筆し、

編集を山口宏が行った。

4.遺跡名のあとにある「C-237」 などは仙台市文化財分布図の追跡番号である。
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仙台市柳生地区の石碑分布調査報告

I. |よ じめに

本報告は仙台市の柳生地区で行った石碑の分布調査結果をまとめたものである。

1.調査期間

昭和59年 3月 1日 ～昭和59年 3月 29日

昭和59年 6月 1日 ～昭和59年 6月 20日

2.調査組織

調査主体  仙台市教育委員会

調 査 員  中富洋、日下勉、五十嵐憲― (東北学院大学民俗学研究会 )

調査協力  (敬 称略 )

(西中田一丁目) 丹野みつ子、牌良武    (西 中田三丁目) 柿沼善一、

(柳生字北原)  阿部伝吉        (柳 生字沢日) 佐藤保之介

(柳生字上河原) 佐藤健二郎、阿部篤治、佐藤平治   (柳 生字雷 )

(柳生字北)   阿部久右ェ門、阿部多門、佐藤萬   (柳 生字育ヨ野 )

(柳生二丁目)  阿部耕作

山口惣一郎

佐藤文能

佐藤克郎

Ⅱ.柳生地区の概況

本地区は仙台市中田の西方、名取川南岸の自然堤防群に立地 しており、仙台市の近郊農業地

域 として知られている。近年、大規模な区画整理事業が行われ、その様相も一変しようとして

いる。

この柳生地区は古来より住みやすい環境にあったらしく、弥生時代から古墳時代にかけての

追跡が広く分布している。特に、東北南半における土師器の編年上に位置づけられている栗遺

跡や方形周溝墓が確認された安久東遺跡などは著名であり、また、中世史を考える上で貴重な

史料ともなっている板碑群の分布の多いことも、岩切や高砂地区と並んで古 くから知られてい

る地区である。近世に至っては、仙台藩主伊達政宗が伊達郡茂庭村から職人を招いて営ませた

といわれる和紙の生産地としてもしられ、豊富な水とコウゾ・ミツマタを利用しての紙を漉 く

農家が繁栄時には 160戸 を越すほどだつたと伝えられている。しかし、その後近代紙におされ

て、現在は佐藤氏宅 1戸だけが伝承しているにすぎない。
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31
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幹
線
建
設
工
事
の
た
め
、
昭
和
54
年
3月
に
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。
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0年
前
(宝
た
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頃
)こ
の
地
は
広
い
沼
で
、
沼
に
は
道
の
花
が
咲
い
て

い
た
。
そ
れ
を
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う
と
し
た
長
者
の
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し
い
娘
オ
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に
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こ

ま
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た
た
め
、
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養
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た
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た
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戦
前
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で
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蔵
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あ
り
、
桜
井
な
つ
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の
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四
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め
に
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だ
っ
た
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っ
た
。
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り
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モ
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モ
ラ
イ
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い
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月
24
日
に
行
わ
れ
て
い
た
。
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ナ
マ
ス
や
ア
ブ
ラ
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な
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進
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を
つ
く
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た
め
、
桜
井
宏
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は
前
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か
ら
準
備
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た
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い
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。
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餅
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箱
に
入
れ
て
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お
参
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き
た
子
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も
達
に
わ

け
与
え
た
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は
ま
ず
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F止
員
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桜
井
家
に
集
ま
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事
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し
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か
ら
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っ
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井
家
に
は
昭
和
31
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。
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。
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。
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廿
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□
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。
仙
台
市
文
化
財
分
布
地
図
で
は
、
C6
35
 
中
国
伊
豆
野
権
現
古
碑
群
と

呼
ん
で
い
る
。
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昭
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中
田
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木
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嘉
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以
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山
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屋
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っ
た
と
伝
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山
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公
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の
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で
中
田
村

神
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別
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あ
っ
た
諦
順
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は
、
生
前
イ
ズ
ノ
ゴ
ン
ゲ
ン
ベ
ッ
ト
ウ
と

呼
ば
れ
、
占
い
と
か
を
よ
く
行
い
、
弱
い
子
ど
も
を
強
く
す
る
た
め
、 
ト

リ
コ
(別
当
の
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と
し
て
何
年
か
育
て
る
)を
行
っ
た
と
い
う
。
ま
た
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丹
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子
氏
の
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イ
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ゴ
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と
呼
ば
れ
た
と
い
う
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延
命
地
蔵
尊

・
正
月
や
節
供
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、
丹
野
家
で
供
物
を
あ
げ
る
。
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絵
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が
奉
納
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れ
て
い
る
。

4
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目
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宜
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参
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石
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小
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四
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壱
岐
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。

石
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・
袋
原
の
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っ
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と
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5
西
中
田
二
丁
目
16
27

西
中
田
三 「
目
23
8

山
口
惣
一
郎

/j
ヽ
市じ
(オ
テ
ン
ノ
ン
サ
マ
)

以
前
は
天
神
の
れ
」付
近
に
山
国
家
一
族
の
古
い
募
が
あ
り
、
改
葬
し
た
と

き
に
、
刀
等
が
で
た
と
い
う
。
建
立
に
関
し
て
は
、「
ヨ
ウ
デ
ン
」
に
あ
っ

た
石
が
と
ん
で
き
た
の
を
御
神
体
と
し
て
市じ
っ
た
と
い
う
。
山
口
宏
は
大

阪
冬
の
陣
後
、
逃
れ
て
き
た
ダ
ン
ナ
マ
サ
が
先
祖
で
、
山
国
市
朗
さ
ん
は

15
か
16
代
日
に
あ
た
る
と
い
う
。
市
朗
方
は
本
家
か
ら
分
家
し
た
2つ
の

う
ち
の
1つ
で
、
も
う
1つ
の
宏
は
没
落
し
、
そ
の
家
で
天
神
様
を
市じ
っ

て
い
た
と
い
う
。
そ
の
没
落
し
た
分
宏
と
関
係
が
深
い
の
が
、
惣
一
郎
さ

ん
方
で
、
現
在
で
も
天
神
様
の
旗
や
提
灯
を
預
っ
て
い
る
。

旧
F下
の
6月
25
目
が
な
祭
り
の
日
で
、
前
の
日
に
腹
を
立
て
、
提
灯
を
つ

け
た
。
オ
テ
ン
ゾ
ン
サ
ン
ノ
マ
ツ
リ
と
も
'子
ば
れ
た
。
御
神
1西
を
あ
げ
、

山
ロ
ー
族
が
集
ま
り
、
飲
食
し
た
。
一
族
以
外
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
キ

ュ
ウ
リ
ビ
キ
と
い
っ
て
キ
ュ
ウ
リ
の
酢
の
物
を
供
え
た
。
現
在
は
ウ
チ
マ

ツ
リ
で
赤
飯
を
供
え
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

蛇
の
神
様
ら
し
い
の
で
、
蛇
を
殺
す
な
と
子
ど
も
達
に
言
い
き
か
せ
た
。

6
西
中
田
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目
22
7

柿
沼
喜
一
宅
地
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目
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7

柿
沼
喜
―

/卜
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F下
7月
28
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で
、
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り
の
時
は
、
ユ
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カ
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供
え
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。
こ
の
時
期
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半
い
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芋
の
採
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、
収
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か
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も
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る
。
こ
の
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え
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に
も
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え
る
。
ま
た
、
節
供

日
に
は
必
ず
供
え
る
。

石
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(縛
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地
蔵
)

□
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み 青

右
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権
大
正
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遠
回
IJ

回
時
正
保
二
年

。
こ
の
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は
縛
り
地
蔵
と
呼
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れ
、
戦
前
ま
で
縄
で
幾
重
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も
縛
ら
れ
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い
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。
縛
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の
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、
実
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に
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願
し
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縄
を
し
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っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
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碑
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年
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十
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清
掃
等
も
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
る
。

8
柳
生
字
,ヒ
原
33

阿
部
伝
吉
宅
隣

柳
生
字
耳
ヒ
原
33

阿
部
伝
吉

オ
ヤ
ク
シ
サ
マ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
伊
豆
権
現
と
薬
師
如
来
が
合
市E
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
オ
ヤ
ク
シ
サ
マ
は
怒
り
易
い
オ申
と
信
じ
ら
れ
て
お
り

こ
の
オ
ヤ
ク
シ
サ
マ
の
前
を
馬
か
ら
降
り
ず
に
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
者

は
神
の
怒
り
に
触
れ
て
馬
か
ら
ふ
り
落
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

オ
ヤ
ク
シ
サ
マ
の
管
理
は
阿
部
伝
吉
氏
で
、
代
々
別
当
と
呼
ば
れ
、
祭
り

を
執
り
行
う
際
、
供
え
物
の
あ
げ
お
ろ
し
を
し
た
と
い
う
。

オ
ヤ
ク
シ
サ
マ
の
祭
日
は
、
旧
暦
9月
1日
で
、
鳥
居
に
旗
が
立
て
ら
れ

阿
部
家
4軒
が
集
ま
り
祭
り
を
行
う
。
こ
の
日
、
別
当
の
阿
部
宏
が
オ
フ

カ
シ
、
魚
を
重
箱
に
つ
め
て
ふ
る
ま
い
、
供
え
る
。
こ
の
前
で
皆
で
飲
食

し
、
御
幣
も
こ
の
時
取
り
替
え
る
。

毎
月
30
日
を
オ
ミ
キ
と
い
い
、
こ
の
晩
に
4軒
の
阿
部
家
が
集
ま
り
、
御

神
酒
を
供
え
て
、
皆
で
飲
ん
だ
。

年
取
の
日
(1
2月
31
日
)1
引
よ
、
オ
ヤ
ク
シ
サ
マ
に
注
連
縄
を
は
り
、
初
詣

は
、
4軒
で
行
っ
た
。
1月
14
日
の
ア
カ
ツ
キ
マ
イ
リ
に
も
4軒
で
お
参

り
す
る
。
そ
の
際
、
正
月
師
り
を
オ
ヤ
ク
シ
サ
マ
の
裏
の
椿
の
本
に
納
め

た
と
い
う
。

別
当
の
阿
部
宏
で
は
、
4足
の
肉
、
キ
乳
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ

て
い
た
。
片
端
の
子
が
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
鳥
、
え
は
食

べ
て
も
よ
い
と
い
わ
れ
た
。

板
碑

種
子
 
だ
け

。
2基
で
紀
年
銘
は
な
し
。

・
1基
は
ジ
ョ
ウ
ゲ
ノ
ニ
ョ
ラ
イ
サ
ン
と
呼
ば
れ
、 
1基
は
、
ヤ
マ
ノ
カ

サ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

石
碑

昭
和
九
年
旧
一
月
廿
八
日

言
神
社

。
以
前
に
家
の
庭
に
雷
が
落
ち
た
の
で
、
建
立
し
た
と
い
う
。

9
柳
生
字
沢
目
20
番
地

佐
藤
保
之
介
宅
地
内

柳
生
字
沢
目
20
番
地

佐
藤
 
保
之
介

小
jT
Hl
(石
製
)

・
ォ
ヤ
ク
シ
サ
ン
と
呼
ば
れ
て
、
戦
前
は
、
中
田
の
人
た
ち
が
武
運
長
久
を

祈
願
し
に
き
た
と
い
う
。
ま
た
、
月
に
1回
サ
ン
ダ
イ
オ
ヤ
ク
シ
と
し
て

中
田
の
お
ば
あ
さ
ん
が
来
て
い
た
と
い
う
。



所
 
在
 
― 地

管
―  
理
 
者
石
警
・
候
碑
等
の
饉

刻
銘

備
考
(い
.ね
れ
等
)

板
  
 1
碑

□
ユ
基
あ
り
、
紀
年
露
な
し
。

田
部
伝
吉
氏
所
な
分
畑
抑
生
字
】 `
原

3磐
蠅

阿
部
 
僚
吉

小
JT
B(
石
鋤

●
オ
ヤ
ク
シ
サ
マ
と
呼
ば
れ
て
い
る
`

12

柳
生
字
上
河
原
隠

佐
藤
障
二
郎
宅
内
靱
室
字
■
■
原
硝

佐
藤
健
二
蔀

石
  
碑

文
化
十
年

薦
申

六
月
吉
日

石
  
 
― 穂

馬
頚
観
世
昔

八
月
吉
日

石
  
灘

瞬
租
元
甲
申

□
 
療
串

十
一
月
音

板
  
藤

圃
 
元
口
三
年
十
月
吉
日
。
家
の
1前
の
小
"「

よ
り
出
上
し
た
も
の
。

抑
生
字
上
河
原
S″
付
近
柳
生
字
上
河
原
57

阿
部
■
驚
冶

石
  
仏

十
屈
七
日

「
  
 
十 年

石
  
碑

南
L_
_」

熱
帯
や

文
化
十
四
年
八
月
昔
日
―

西
 
く
ま
|の
堂
み
ち

山 水

・
氏
料
と
し
て
,ほ
っ
て
お
り
、
モ
ブ
ー ビ
に
は
供
― え
も
の
を
す
る
.。

14
靱
生
卒
雷
 
雷
神
社
航

41
m生
字
IL
79

佐
藤
■
真
能

石
  
穂

金
毘
羅
大
権
現

(裏
)支
政
二
年

石
  
碑

大
 
神
 
富
―

(婁
)丈
繰
十
四
費
卯
幾
キ
ー
打
朔
目
建
立

導
1師
  
燕
寿
寺

石
  
霧

児
子
多

山
1 
  
神
  
  
  
女
蒔
申

文
政
十
却
紺
|□
育
耳
匠
コ



所
 
在
 
地

管
理
著

石
確
・
振
確
等
ゆ
種
類

刻
銘

憶
考
(ヽ
わヽ
れ
等
)

石
穂

露
神
社
左
中
田
村
柳
生
区
1明

'
村
内
各
神
社
於
前
日
コ
称
中
E

請
年
久
村
民
之
所
信
仰
不
可
4

雷
神
社
蔭々
お
母謀
建
碑
於
其
址
以
為
記
念
F

I被
神
仏
 
存
吉
風
辮
炉

大
正
八
年
二
月
 
仙
基
  
辛全 西
十
二
年
二
月
御
ほ

]村
神
社
柳
生
営
神
社
勤

|

鱗
蕪
也
区
民

r謂
伝
造
棗
銘
日

1常
 
宝
尊
崇

卜 泉
 
麟

旨前
匠
コ
何
部
勇
之
重

雷
4議
は
神
社
が
こ
と
に
|あ
ぅ
た
.こ
― と
を
記
倉

す
る
た
め
、
昭
和
o年
か
ら
奮
紙
で
は
じ
め
― ら

れ
た
。

巌
柱
佐
藤
寛
郎
蒙
― 、
佐
藤
患
三
廊
安
、
佐
藤
―

HH
家
、
阿
部
患
内
宏
、
阿
部
卓
難
察
、
口
即
舅

一
宏
II
可
部
伊
三
郎
宏
、
前
部
厚
之
助
索
の
3

戸
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

月
23
日
に
イ手
わ
れ
る

あ
る
。
講
の
場
所
Ⅲ

。 ワ
3日
の
朝
は
、
穂
を

赤
鋲
、
nl
」
身
、
煮
付

す
る
。

嵐
場
所
は
議
に
加
入
し
て
い
る
察
の
持
ち
回
り
で

い
た
る
家
を
ヤ
ド
モ
ト
と
い
う
。

掻
員
で
情
掃
t―
、
宿
元
に
集
ま
る
。
接
le
aを
掛
け
、

整
― ど
を
膳
'こ

の
を
て
― 供
え
る
。
そ
の
前
で
皆
で
会
食

石
穂

曽
村
中

繰
山

| 
 |

石
穂

足
□
多

山
獅 文
化
十
四
年
丁
丑
九
1月
吉
日

石
穂

山
 
神 I 
 I
九
月

石
  
穂

| 
  
十 年

庶
 
申

巳
 
待

!1
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 1

柳
生
字
■
■
環
ψ
‐ 1

!隆
藤
 
辛
1治
宅
内

al
n4
字
上
河
原
32
-1

佐
藤
平
治

石
穂

●
庭
よ
り
出
生
し
た
も
の
|で
、
紙
濃
|き
の
起
源
が
記
さ
れ
て
い
る
と
ぃ
.う
こ

と
で
、
こ
こ
に
建
|て
た
と
い
う
。



所
在
地

答
理
者
石
盛
Ⅲ
版
碑
等
の
種
類

刻
| 
`営
ζ

備
考
(い
わ
れ
等
)

VI
t寺
境
内

帷
学
,t
78

籐
 |
文
能

石
種

文
政
二
□

馬
頭
縄
世
苦
八
月
苦
日

石
碑

安
永
七
戌
年

念
.阿
楽
継 八
月
朝
日
敬
白

石
様

!念
佛
修
行

安
数
二
卯
年
八
月
日
連
幸

南
無
口
螂

永
勘

為
奇
治
菩
梶
建
立

久
太
郎

石
碑

切
治
十
年

馬
翻

旧
十
二
月
廿
日

(嘉
)施
主
 
佐
藤
与
エ
ー 門

石
仏

三
体
の
仏
様
の
浮
彫

-
石

仏
三
体
の
仏
様
の
浮
影

石
穂

剰
二― 八
□
稔

傘
緯
供
養

入
月
上
洗
|

石
穂

資
本
四
千
未
夭
年
 1
  
1

浦
無
面
弥
陀
彿

七
月
十
六
日
立
,寺
  
|

石
穂

寛
政
三
亥
天

南
無
阿
弥
陀

人
月
中
流

□ ．□



所
在
地

管
理
者

石
碑
・
板
碑
等
の
種
類

銘
備
  
  
  
 
考
(い
わ
れ
等
)

石
碑

嘉
永
四
□
年

念
佛
供
養 八
月
吉
日

石
石 卑
‐

文
化
三
□
□
□

念
佛
供
養 拾
月
上
浣

石
仏

中
央
に
仏
像
の
浮
形

2基

石
穂

文
化
五
辰
年

南
無
阿
弥
陀
佛 八
月
吉
日

石
仏

柳
生
寺
十
一
世
文
乗
代

廷
命
  
 
発
願
主

仏
像
の
浮
彫
子
安
  
  
 
君
島
芯
吉

地
蔵

昭
和
十
人
年
春
彼
岸

・
君
島
忠
吉
氏
の
孫
が
亡
く
な
っ
た
際
、
供
養
の
た
め
に
建
立
。

。
こ
の
地
蔵
様
は
、
子
ど
も
の
風
邪
を
な
る
し
て
く
れ
る
と
い
う
信
仰
が
あ

り
、
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
、
川
原
か
ら
石
を
拾
っ
て
き
て
、
水
で
洗
い
、

子
ど
も
の
年
の
数
だ
け
供
え
る
と
い
う
。

17
柳
生
字
上
河
原
32
1

佐
藤
 
平
治
宅
内

柳
生
字
上
河
原
32
1

佐
藤
 
平
治

板
瞬 □

紀
年
銘
な
し
。

佐
藤
平
治
氏
の
父
平
二
郎
氏
が
屋
敷
内
の
土
中
よ
り
発
見
し
、
始
め
藁
を

叩
く
台
に
し
て
い
た
が
、
夢
を
み
て
、
板
碑
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
屋
敷

神
の
隣
に
祀
っ
た
と
い
う
。
平
二
郎
氏
の
命
日
に
は
住
職
を
呼
び
祈
祷
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

柳
生
字
北
78

柳
生
字
上
河
原
1
51

阿
部
 
久
右
門

八
幡
ネ 申
社
は
阿
部
久
右
門
氏
宅
を
総
本
家
と
す
る
阿
部
家
20
余
軒
の
氏
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
氏
子
か
ら
は「
オ
ハ
チ
マ
ン
サ
ン
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
こ
の
オ
ハ
チ
マ
ン
サ
ン
は
ま
た「
イ
タ
サ
ガ
ミ
」
と
も
い
わ
れ
、

戦
争
中
に
は
柳
生
の
婦
人
会
で
毎
月
15
日
武
運
長
久
を
祈
願
し
て
参
拝
し

た
。

祭
日
は
旧
暦
10
月
14
日
と
15
日
で
、
14
日
は「
ヨ
マ
ツ
リ
(夜
祭
り
)J
15
日

は 「
オ
マ
ツ
リ
(お
祭
り
)」
と
Π 子
ば
れ
て
い
る
。

人
幡
4申
社
は
総
本
家
の
阿
部
久
右
門
氏
宅
の
管
理
で
あ
る
が
、
祭
礼
の
時



Ｐ Ｏ

所
在
地

管
  
理
  
者

石
碑
・
板
碑
等
の
種
類

銘
備

考
(い
わ
れ
等
)

は
、
総
本
家
の
阿
部
宏
と
世
話
人
、
当
番
、
そ
し
て
別
当
が
中
心
と
な
っ

て
祭
り
を
執
り
行
う
。
世
話
人
は
総
本
家
よ
り
依
頼
さ
れ
た
宏
1軒
が
、

そ
の
役
に
当
り
、
主
に
祭
典
費
の
徴
集
を
行
う
。
当
番
は
氏
子
の
中
か
ら

毎
年
、 
1軒
ず
つ
交
替
で
そ
の
役
に
当
り
、
主
に
祭
礼
の
時
の
供
え
物
と

食
事
の
用
意
を
す
る
。
別
当
は
、
以
前
、
中
田
村
神
社
の
神
主
に
依
頼
し

て
い
た
が
、
10
年
ほ
ど
前
、
中
田
村
神
社
の
神
主
が
死
亡
し
た
の
で
、
彼

の
娘
の
嫁
ぎ
先
の
愛
島
の
道
祖
神
社
の
神
主
に
依
頼
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

祭
の
準
備
は
ヨ
マ
ツ
リ
当
日
に
当
番
に
な
っ
て
い
る
家
で
人
幡
神
社
を
掃

除
し
、
総
本
家
で
保
管
し
て
い
る
「
奉
納
入
幡
ネ 申
社
」
と
記
さ
れ
た
旗
を

2本
鳥
居
の
両
脇
に
立
て
る
。
ま
た
そ
の
際
に
鳥
居
に
注
連
縄
を
張
る
。

注
連
縄
は
現
在
世
話
人
が
用
意
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
10
年
ほ
ど
前
ま

で
は
久
右
門
氏
宅
で
用
意
し
て
い
た
。
注
連
縄
を
な
う
時
に
は
特
別
の
作

法
が
あ
り
、
座
敷
に
新
し
い
ゴ
ザ
を
敷
き
、
井
戸
か
ら
汲
ん
だ
水
を
茶
わ

ん
に
用
意
し
て
戸
主
が
な
っ
た
と
い
う
。
茶
わ
ん
に
水
を
用
意
す
る
の
は

縄
を
な
う
時
に
唾
を
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
10
月
14
日
の
ヨ
マ

ツ
リ
に
は
、
夕
方
6時
頃
氏
子
と
な
っ
て
い
る
家
か
ら
戸
主
力
y申
社
前
に

集
ま
り
世
話
人
が
供
え
物
を
供
え
、
別
当
が
祈
祷
を
あ
げ
る
こ
と
か
ら
始

め
ら
れ
る
。

供
え
物
は
米
(1
升
)、
カ
ッ
シ
ャ
ゾ
キ
(お
頭
付
き
)、
野
菜
、
果
物
、
御

神
酒
で
あ
る
。
こ
の
供
え
物
は
最
後
の
飲
食
の
時
別
当
さ
ん
が
食
べ
る
。

そ
し
て
氏
子
代
表
と
し
て
柿
を
総
本
家
が
供
え
、
皆
で
祈
祷
し
、
全
員
で

飲
み
食
い
を
し
て
解
散
と
な
る
。
こ
の
飲
み
食
い
は
神
前
に
ゴ
ザ
を
敷
い

て
行
う
が
、
料
理
は
当
番
の
宏
が
オ
ニ
シ
メ
等
を
用
意
す
る
。

15
日
は
オ
マ
ツ
リ
で
あ
る
。
オ
マ
ツ
リ
に
は
各
家
で
オ
フ
カ
シ
、
オ
ニ
シ

メ
、
魚
な
ど
を
作
り
、
こ
れ
を
入
幡
神
社
、
各
家
の
神
棚
、
仏
壇
に
供
え

る
。
ま
た
こ
の
日
に
は
「
オ
マ
ツ
リ
ブ
ル
メ
エ
」
と
い
っ
て
、
親
類
を
呼

ん
で
ご
ち
そ
う
し
た
。
オ
マ
ツ
リ
の
数
週
間
～
数
日
前
ま
で
に
子
供
を
親

戚
に
使
い
に
や
り
、
「
オ
マ
ツ
リ
だ
か
ら
ゴ
ゼ
イ
」
と
い
っ
て
招
待
し
た
。

招
待
さ
れ
た
人
は
、
当
日
必
ず
生
産
と
し
て
お
菓
子
や
酒
、
布
を
も
っ
て

い
っ
た
と
い
う
。
15
日
の
夕
方
に「
ハ
タ
オ
ロ
シ
(旗
降
し
)」
と
い
っ
て
世

話
人
が
島
居
か
ら
旗
を
取
り
は
ず
し
、
総
本
家
に
帰
し
て
祭
は
終
了
と
な
っ
た
。

正
月
の
元
朝
参
り
、
ア
カ
ツ
キ
マ
イ
リ
の
時
に
は
氏
が
八
幡
ネ申
社
に
参
詣

し
た
。
ア
カ
ツ
キ
マ
イ
リ
に
は
正
月
の
注
連
飾
り
を
裏
の
木
に
お
さ
め
て

き
た
が
、
3年
前
か
ら
注
連
飾
り
を
焼
や
す
よ
う
に
な
っ
た
。



所
在
地

管
理
者

石
碑
・
板
碑
等
の
種
類

銘
備

考
(い
わ
れ
等
)

柳
生
字
熊
野
41

佐
藤
 
克
郎
宅
内

柳
生
字
熊
野
41

佐
藤
 
克
郎

板
  
碑

(大
日
如
来
)

國
。
以
前
、
阿
部
忠
内
氏
の
管
理
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
巫
女
に
祈
祷
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
佐
藤
家
の
も
の
だ
と
判
り
、
移
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

柳
生
字
北
17
付
近

柳
生
字
北
17

阿
部
 
多
門

石
碑

嘉
永
元
申
歳

馬
頭
観
世
音

二
月
十
六
日

。
50
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
屋
敷
裏
の
竹
林
に
あ
っ
た
が
、
放
置
し
て
お
く
の
は

よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
阿
部
家
の
フ
ル
ラ
ン
バ
に
移
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
馬
の
霊
を

'E
る

馬
頭
観
音
と
、
先
祖
を
斤E
る
フ
ル
ラ
ン
バ
を
一
緒
に

す
る
の
は
悪
い
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
地
に
う
つ
し
た
。

・
阿
部
家
の
祖
で
あ
る
盲
目
の
坊
様
が
、
の
っ
て
い
た
,時
が
死
亡
し
た
の
で

そ
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
建
立
し
た
と
い
う
。

柳
生
字
北
75
1

佐
藤
 
高
宅
地
内

柳
生
字
北
75
1

佐
藤
 
萬

板
碑

□
文
紆 往
生
| 
|

板
碑

□
建
評 | 
 |

板
穂

□
・
紀
年
銘
な
し
、
2基
あ
り
。

柳
生
二
丁
目
64

阿
部
 
耕
作
宅
北
側

柳
生
二
丁
目
64

阿
部
 
耕
作

/1
ヽ
  
  
  
市
司

(オ
ヤ
ク
シ
サ
マ
)

。
旧
関
根
部
落
の
氏
神
で
、
4月
8日
が
祭
日
。
祭
り
は
、
祠
に
米
、
神
酒

野
菜
を
供
え
、
全
員
で
参
拝
す
る
。

・
耳
病
治
な
の
信
T「
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
カ
ワ
ラ
ケ
を
か
り
て
耳
を
こ
す
る

と
病
い
が
治
る
と
い
わ
れ
、
治
る
と
カ
ワ
ラ
ケ
を
倍
に
し
て
返
し
た
と
い

う
。
ま
た
、
以
前
は
絵
馬
を
奉
納
し
た
人
も
い
た
。

同
  
上
 
宅
地
南
側

同
板

T4
□

・
紀
年
銘
な
し
、
3基
あ
り
。

・
仙
台
市
文
化
財
分
布
図
に
お
い
て
C-
66
9、
関
場
古
碑
群
と
し
て
い
る
個

所
で
あ
る
。

/J
ヽ
 
祠
(オ
イ
セ
サ
マ
)

・
先
祖
が
伊
勢
参
り
に
い
き
、
神
札
を
受
け
て
き
た
。
以
後
こ
れ
を
小
布 司
に

奉
納
し
、
祭
る
よ
う
に
な
っ
た
。



図
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仙
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分
布
図



岩 切 城 跡 基 本 調 査 報 告



岩 切 城 跡 基 本 調 査 報 告

I. はじめに

岩切城跡の所在する岩切は、本市の北東、七北田川が仙台平野に向かって注ぎ出す谷口部に

位置する。

古 くは、東への道、浜街道、そして黒川以北へ通じる古街道の分岐点にあり、七北田川の河

川交通と相まって、古代交通史上の要所といえる。

源頼朝の奥州平定後の文治 6年 (1190)3月 、陸奥国留守職として伊澤左近将監家景が任じ

られて以降、伊澤氏は代々多賀国府周辺に居住 し、後に留守氏と称して地方の有力武士として

頭角を現わし、鎌倉時代には、現在の多賀城・岩切・利府・高砂一帯を領地 とし、塩釜神社領

もその支配下に治めていたともいわれる。正安の頃 (1299～1302)に なると、七北田川沿いに

は「冠屋市場」や「河原宿五日市場」などの市が開かれ、岩切地方は陸奥国の政治
。経済の中

心として栄えたという。

岩切城は、そうした中世の時代的背景のもとに築かれた留守氏代々の拠城であって、鬼柳文

書に見られる「岩切城の合戦」の舞台ともなった著名な中世山城である。

そこで、昭和57年 8月 23日 付をもって岩切城跡は国の史跡指定を受け、今年度より、岩切城

跡をどう保存し、今後、どう活用していくべきかを考えるべ く、下記のような基本調査を実施

することとした。

調 査 作 名 調  査   者 調 査 内 容 備 考

岩切城跡周辺の

道 跡 分 布 調 査

宮城県文化財保護地区指導員

森   剛 男
岩切城跡周辺の詳細な分布調査

岩 切 城 跡 の

追 構 群 調 査

宮城県東北歴史資料館

考古科長 小井川 和 夫

岩切城跡に現在みられる遺構群

の詳細な確認調査

中世城郭のあり方

からみた整備試論

奈良国立文化財研究所

主任研究官 高 瀬 要 一

全国的な中近世城郭の環境整備

のあり方からみた岩切城跡の整

備についての試論

岩切城跡周辺の

板 碑 分 布 調 査

宮城いしぶみ会

代表 佐 藤 政 人

岩切城跡周辺に分布する板碑 (中

世の石碑)の詳細な調査

これについては今回の報告書には

掲載していない。

昭和60年度の分布調査報告書で報

告する予定である。



Ⅱ日岩切城跡周辺の遺跡分布調査報告

宮城県文化財保護指導委員

森   剛 男
1. はじめに

岩切城跡は昭和57年 8月 23日 付で国の史跡に指定され、その後仙台市、利府町教育委員会が

連繋協議を重ね、昭和59年度は史肋岩切城跡管理計画について、文化庁や県並管理計画策定委

員会の先生方の指導を得て、近 くその報告がまとまることになった。とりわけ、岩切城跡を中

心とする七北田川流域は、中世を知る城館跡、関連する石造物、埋蔵文化財包蔵地等の資料が

数多く分布するところである。

今回、岩切城跡が史跡として国の指定を受けたことに鑑み、中世に関係する遺肋資料がどの

ように分布遺存し、どんな範囲に広がっているかを、現地に即 して踏査 し、一層の資料充足を

図ることをその主眼として実施 した分布調査である。

その結果、流域には中世陶器、中国青磁片、中世板碑など中世を反映した資料が密度高く分

布 し、遺存している様子が明らかになったといえる。

こうした踏査結果にもとづき、岩切城肋をとりまく中世の歴史環境の資料整備や保護保存に

役立てて行くことは、またとない機会と考えている。

なお、現地踏査は、仙台市教育委員会からの依頼によって行ったもので、その成果をここに

まとめて報告するものである。

調査期間は昭和60年 2月 18日 から2月 22日 の 5日 間となった。また、その対象遺跡は以下の

14件 に及んでいる。

(1)北畑遺跡       (6)入 生沢遺肋  QO 鴻ノ巣遺跡

(2)岩切畑中遺跡     (7)大 正囲遺肋  CD 若宮前遺跡

(3)稲荷館跡       (8)新 宿囲追跡  19 入生沢横穴群と台屋敷横穴群

催)今市追跡と板碑鰤   (9)東 光寺城跡  10 岩切洞ノロ板碑群の不明板碑のゆくえ

(5)岩切洞ノ回の板碑群帥 住0 笹森城跡   10 洞ノロ遺跡

なお、踏査にあたっては、岩切地区の住民の方々に多大な御協力をいた 。いたことをここに

記して感謝を申し上 |ず る次第である。

2.調 査の概要

本調査は史跡岩切城跡周辺、特に七北田川流域に中心をおいて実施したものである。なお、

調査の方法としては、表面観察をつぶさに行い、地形判読踏査、遺物の表面採取、そして詳細



な記録という方法で実施 したものである。

(1)北畑遺跡 (C-237)

七北田川南岸の沖積地には、七北田丘陵が西から東へ延び、その先端が舌状になって沖積地

へところどころ張 り出した台地がある。

遺跡は南光台、鶴ヶ谷の新興団地に接 し、市街化の進展によって宅地化が進んでいるところ

となっている。

また、遺跡の範囲は仙台市と泉市にまたがって分布し、泉市分は「長哺 B追跡」と呼称され

ている。仙台市分は市境東側の台地縁辺から斜面部分にあって、全体の三分の一を占め、他は

泉市分となっている遺跡である。

昭和53年 には、泉市長lth B追跡の開発問題が浮上した際、宮城県、仙台市、泉下の三者は立

会踏査を実施 している。その折に確認された遺構は、包蔵地の他に方形状の墳丘が 7基認めら

れている。なお、墳丘の性格については不明である。

その後、泉市の長lLB B遺跡は、開発に伴 う発掘調査が実施され、近世から旧石器時代までの

複合構造をもつ遺跡であることが判明している。

次に仙台市域内に確認された方形状の墳丘の概要について記して報告したい。

泉市   |

1号墳丘 (図 -1)

墳丘群のなかでは最も北に位置しているもの

で、丘陵の東縁の斜面に遺存しているものであ

る。保存状況は極めて良好である。

平面形態は方形を呈し、その規模は一辺 7～

8m、 墳丘の遺存高は 1.5mで 、その周囲には

幅約 1～ 3mの浅い溝状の窪みが巡っている。

2号墳丘 (図 -2)

前号墳丘の南東、約7mの東斜面に位置してい

る、平面形態は前記同様の方形を呈し、その規

模は一辺 2.5m、 高さ 0.7mと 小ぶりである。

周囲の溝状の窪みは東辺沿いを欠いていて、三

方にのみ認められている。

3号墳丘 (図 -3)

1号墳丘の南約12mに位置している。平面形は

Ⅱ区ｌ

↓

，

鶴 ヶ谷

図 2.北畑追跡略図



方形を成 し、極めて良く保存されている。その規模も一辺 6m、 高さ 1.2mで ある。その四方

には、幅 1.5～ 3.Omの溝状の窪みが巡っている。

4号墳丘 (図 -4)

3号から南に約20mの位置にある。平面形態は前号とは異なり、長辺約 7m、 短辺約 5m、

高さ約 lmの長方形を呈している。周囲には溝状の窪みも全周している。

5号墳丘 (図 -5)

全体的に保存が悪い。現存形で 1辺 2m、 高さ40cm程 である。三方には幅60cm程 の溝状の窪

みが浅 く巡っている。

6号墳丘 (図 -6)

5号の南辺に近接 し,本墳丘の西辺は市境の小道で半壊されている。平面形は、ほぼ長方形と

おもわれる。その規模は、東辺が約 5m、 南北辺はやや長い。溝状の窪みは西辺を除き、幅約

lmで三方に浅 く巡る。高さはほぼ50cmと 遺存状況は良くない。

7号墳丘 (図 -7)

南辺部は北畑集落に通じる小道で破壊されているもので、 6号 の南約 2mに 立地 している。

保存状況は極めて悪い。規模は一辺約 4m、 高さ約50cmで ある。溝状の窪みは認めにくい状況

である。

(2)岩切畑中遺跡 (C-221)

七北田川は北の陸前丘陵と南の七北田丘陵

の間を、北に寄り、南に寄りながら流れ、今

市集落の谷口からは開口して平野へ注 ぐ。遺

跡は今市から上流約500～ 800mの 南岸の自然

堤防上に立地 している。標高は10～ 12mの畑

地や宅地、水田から構成されている土地利用

で、田子堰の南岸に位置している。

この自然堤防上からは、縄文時代から中世

期にかけての追物が散布していて、複合遺跡

の様相が強い遺跡として注目される。とりわ

麹

.ザ
゛

ユi鰺 麟

醍

罐
　
， 蓼

写真 1.岩切畑中遺跡の南東側

一―古瓦及び須恵器一一

け、この追跡内には稲荷館跡と呼ばれる中世の居館跡があって、遺跡範囲の約 4割 を占有して

いると考えられる。

また、微地形を観察すると、鶴ヶ谷団地の北にある笹森城跡の下から仙台バイパスを横切 り、

岩切今市へ通じる小路を境に標高差が認められ、この地形差は大きく、時代差を意味する形状と



考えられる。

小路の北側の伊藤忠氏屋敷附近から北西部には弥生土器片が散布しているが、その周辺、あ

るいは以南には全くない。以南から東南へ遺物の散布が広がり、古墳時代以降、中世の資料の

散布地となっている。

今回の踏査によって、新たに稲荷館肋の東南部の水田内からも遺物の散布を確認、その南部に

ある大井堀付近を南端とし、東は今市付近の水田を南北軸とする範囲に拡大されることが明ら

かになった。

遺物の散布状況をみると、稲荷館跡周辺の水田や畑地からは古瓦 (布目瓦)の分布もみられ、

特記すべきことと考えられるし、また、北西部に限っては弥生土器片の分布があって注目すべ

きことである。特に伊藤忠氏宅の北西部に遺存する土塁の盛土やその西側の畑地に集中してい

ることは、弥生時代の遺構の存在を裏付けるものとして重要と考えられる。この弥生土器は、

桝形囲式期のものと考えられる。

(3)稲荷館跡 (C-531)

この遺跡は、七北田川南岸の岩切畑中稲荷地区に所在している。伊藤忠氏宅の北西部には今

なお土塁状の高まりがあり、現在七北田川南岸の堤防として利用されている。やや南には伊豆

佐比賣神社が鎮座する所があって、雑木林に覆われた小塚がある。その裏手に狐を示Eる 祠があ

って稲荷神社と称されている。字名としての稲荷は、ここに起因するものと考えられる。しか

し、この小塚は、現状の形態は「 く字」状になっていて、先般仙台市教育委員会が発掘調査を

実施 した際、南の農道付近まで延びていたことが明らかになっている。この農道は昭和11年頃

に付設されたともいわれ、その時に土塁状の高まりが削りとられ、当時までは南と東に続いてい

たとも予想される。また、館肋の中央部を東西に走る道路脇では、昭和53年頃排水路工事の際

にも、断面には幅 5～ 6m、 深さlm程の溝跡が認められている。また、土師器や陶器等の遺

物も出土している。遺物の出土する場所は、伊藤氏屋敷の西側土塁の南端部分の西外側に集中

している。こうした貴重な資料は、溝や土塁、その規模などと一連のものと考えられ、文献で

みる「稲館」に関連するものであろう。

この稲荷館跡について、現存する遺構からみた規模は、伊藤忠氏宅の西側を南北方向に延びる

土塁は、基底幅約 6m、 高さ約 2m、 上幅約 5mの規模をもって、稲荷館北側の東西道から約95

m屈曲しながら走って、さらに「 L」 字に東へ折れ約80m延びて消滅している。しかし、総延

長約 190mが遺存 していて堂々たるものである。また、稲荷神社の西側には段差も残っていて

土塁の延長部分とも考えられる。南側に現存する土塁状の遺構は南辺を画するものとも考えら

れる。基底部約 3m、 高さ約 2m、 上幅1.5mと 観測できるものである。過去に仙台市教育委員



会が発掘調査を実施した際に検証された溝状遺構 SD-1、 SD-3、 SD-4は 、この土塁

に付合する位置にあることを考えると、非常に興味深いものである。

14)今市遺跡 (C-200)

岩切今市橋の東方、七北田川甫岸一円の自

然堤防一帯に広がっている追跡である。今回

の詳細な踏査の結果、岩切中学校周辺から東

へ広がり、さらに県道岩切バイパスを越えて

鴻ノ巣遺跡へと連続する範囲が認められ、従

来の広がりをはるかに越えた遺肋範囲となる

ようである。この範囲一円からは、中世陶器

を主体とする遺物が濃密に分布していて、今

市や冠屋市場、河原宿五日市なる文献上の地

名の存在を考慮すれば、市内を代表する中世

写真2 岩切今市遺跡の東側

町並遺構が包蔵する所であり、極めて重要な遺跡であるといえる。この散布地内からは、新た

に 2基の板碑が確認された。特に中世陶器が集中し確認されている。また、この地域一帯は、

山崎から今市橋、さらには、七北田川沿いを東へ走り、鴻ノ巣そして余ロヘと連続 し、古代か

ら中世にかけての村落遺構の存在を知り得る貴重な地域として注目される。

一―新 しく確認された板碑―一

く第 1号碑〉

仙台市岩切三所北48の関根氏所有の畑地に建つ単碑である。碑は板状の粘板岩を使用し、風

化崩落はなく、極めて保存良好のものである。板碑の頂部は三角状になっている。彫刻文字

は浅 く見えにくい状況ではある。石材や形状からみて、石巻や河北地方でみる板碑と酷似する

ものとみてよい。

碑面は痛平な割石面が不1用 され、種子は大きく、板石上部、通台の上に施されている。銘文

や年号等は認められない。種子はキリーク (阿弥陀如来)と みえる。板碑の基部は地中深 く埋

められている。

板碑の規模は、地上高約 110 cm、 幅約35cm、 厚さ約18～ 20cmで 、裏面は割石痕の起伏が観察

できるものである。

く第 2号碑〉

仙台市岩切三所北114の 今野氏所有の宅地内に建っているもので単碑である。碑は楕円形の安

山岩質の自然石が使用されている。碑の頂部は三角形を呈している。種子の左脇は大きく崩落

鰺

触
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していて、下部の蓮台や銘文は半壊 して西向に建立され、基部はコンクリー トでかためられて

いる。全体的に大型の碑で、種子や蓮台も大きく深 く刻まれているものである。

稗面にはアーンク (胎歳界大日如来)が彫刻され、下部に銘文と年号が刻まれている。

板碑の規模は、地上 200 cm、 最大幅80cm、 厚さ50cmを 計測。木造の堂に安置されているが、

位置や向きについては、現位置を保っていたかどうかは判断できない。

(5)岩切洞ノロの板碑群

この板碑群は、東北本線岩切駅から旧塩釜街道を西へ 200m、 岩切交番所の西隣加藤友男

氏屋敷内に建立 されていて、その数 4基である。この周辺には古 くから周知された碑群もも

っとあったと伝えられているが (洞 ノロ古碑群)、 今はない。この 4基の板碑は、古来、街道

筋に立っていたが、生垣等にかくれていて目にとまることはなかったものである。板碑の内容

や形態もそれぞれ異なるもののようであるが、保存状況は、刻まれた種子さえ風化し判読でき

ない程になっている。また、この付近には、中世陶器片や土師器片等の上器片が散布している。

く第 1号碑〉

平らな安山岩の自然石を利用し、表を南面に向けて建立されている。碑石の形はほぼ四角で

項部はやや細 くなっている。碑面は数条の亀裂が入 り、各所に崩落痕を残 し、種子は風化のた

め判読 しにくい。上部に大きな種子、その下方に銘文が施 されている。基底は土中に埋められて

いるが、銘文は下に続いている。種子はキリーク (阿弥陀如来)に読め、鎌倉時代後期の「元

亨」(1321-1324)と 判読 したいが定かではない。碑の規模は、高さ 110 cm、 幅55cm、 厚さ38cm

と比較的大 きいものである。碑石の台は角石を利用していて土中に埋っているが裏にももう一

つの台石が認められている。

く第 2号碑〉

第 1号碑から40cm離 れて建立 されていて群中で最も大きいものである。碑は南に傾いてい

て、右脇が大きく崩落 し、種子はその痕跡を留めている状況である。下部左脇には年号らしき

亥」みが認められるが、極めて判断がむずかしい。碑石は先細 りの安山岩である。碑面上部の

左寄りには 2つの種子の刻みが認められるが、追存状況は悪く判読不可能である。この碑の規

模は、高さ 130 cm、 幅70cm、 厚さ40cm、 である。基部は土中深 く埋められている。

く第 3号碑〉

安山岩質の割石材を利用した碑で、形状は三角形を呈している。第 2号碑に寄りそうように

南面して建立されている。碑面には種子だけが刻まれている。種子はバン (金岡」界大日如来 )

で、他の碑石よりも太 く、薬研彫である。埋没 している部分が多いためか、種子以外には文字は

確認できないが、碑文の配列からすると種子の下部には何 らかの彫刻があるかも知れない。規



模は地上高さ70cm、 最大幅45cm、 厚さ30cm、 項部は笠型の三角形を呈している。

く第 4号碑〉

この碑群の中では最も東寄 りに配され、北西方向に面して立っているものである。形状は板

状を呈し、材質は安山岩を利用した自然石で三角形である。碑面は上部から板状に厚さ4 cmで

大きく崩落 している。種子が配される部分である。下部には銘文が確認されるが、風化が著 し

く、判読は不可能である。規模は高さ90cm、 幅60cm、 厚さ18cmで ある。

これらの碑群は、先述の今市遺跡発見のものに比して、壮厳さはなく、蓮台や装飾はない。

(61 入生沢遺跡 (C-184)

遺跡は、岩切今市橋から西へ 1,l kmの入生沢横穴群が点在する丘陵の南端から南方にかかる

緩傾斜面に立地 していて、県道白石一塩釜線で南縁を成している。また、東西は深沢からの小

沢谷によって区画される。この地には 2基の鳥居があつた。その 1基は清水観音堂と 1対にな

っているが、他の 1基は小型のもので大理石で造られたものであった。しかし、過般の宮城沖

地震の際倒壊 してしまったと言うことである。

七北田川北岸にあるこの遺跡群のなかでは、石器等が発見される縄文時代の追跡としては唯

一の遺肋でもある。

散布する石器は、頁岩質の無茎の石鏃やチップ等である。その他には土師器の高邪、内黒
の

雰類の小片が確認されている。

(7)大正囲遺跡 (C-220)

市境の阿比古地区から七北田川は大きく蛇行して南下 し、田子堰で水量を増しながら北上し

て今市橋へ流れている。この遺跡はこの間の北岸の標高11.Omの 自然堤防上に立地 している。

遺跡の西辺地区は、昭和53年頃の開田によって土取 された際発見された遺物や遺構で追加され

た所である。この当時、東西70m× 南北 100mの畑地は50cmの深 さで削平されて水田面と同じ

くされ、土師器、須恵器、さらに炭化物や焼土塊が集中して確認された所となっている。土地

の古老の話によると、昔、須恵器の平瓶、長頸壺、堤瓶等の完形の土器が掘 り出されたとも言

っている。したがつて、この七北田川北岸の蛇行沿いの自然堤防上には、大規模な奈良
・平安

時代の追跡の展開が期待できるところである。

(81 新宿囲遺跡 (C-219)

遺肋は七北田川北岸の東光寺西方に位置している。その中心は、これまで斎藤幸太郎氏所有



の牛小屋周辺の畑地全域とされ、遺跡の北境は阿比古地区から東光寺、今市橋へ東西に延びる

多賀城用水堀が境とされていたが、今回の踏査の結果、この堀を隔てて北側の畑地にも土師器

片が散布することが認められ、西側の小沢を越えても確認でき、付近一帯は奈良、平安時代の

集落跡と考えられる。中世の遺物等の発見はない。

(9)東光寺城跡 (C-508)

今市橋を渡りつめて突きあたりの山陵が東光寺、付近一帯の丘陵部は東光寺城跡ともなって

いる。しかし、城跡としての遺構に関する調査 もないままに今 日に至っているが、中世の古

碑群が集中するところとして、伊東信雄博士の踏査記録は著名である。この遺跡は史跡岩切城

肋 (高森城・鴻の館)か ら連続する陸前丘陵の東南端にあって、史跡の副郭たる位置にあたる

城跡とも考えられる。この城跡は古い地形を観察すると、大きくみて低い南郭と一段高い北郭、

小 さな沢谷沿にやせ尾根を整形した腰郭と堀切状遺構から成っている。南郭の規模は東西90m

×南北 130mと 推定される。現在東光寺や東光幼稚園等に利用されている。昭和55年頃の公園

造成の際、山門の西側の切 り出し面で、幅 5m、深 さ2m程の掘切状の遺構が観察され、南郭の外

郭施設ではないかと考えられた。一段高い北郭は、磨崖仏を通る登 り坂を登 りつめた所に展開し

ている。七北田川の蛇行とともに開けた低平地が眺望できる。郭の規模は東西 110m× 南北75

mである。以前は東辺を画する位置に高さlm程の土塁状の高まりがみられたが、墓所の拡張

工事が及んで削平されてしまった。また、北郭の西部、つまり北郭の平場から西南方向に延び

る尾根の杉林の中には、堀切遺構と通路によって連続する段状の腰郭が認められる。各郭の東

辺に位置する付近は、自然地形を段状に削平し小規模の平場を形成 していて、北部雑木林には

通路状の郭が認めることができる。

同知の遺跡として東光寺横穴群 (C-032)も ある。最も高い所にも城郭 としての遺構 が

認められる。主郭となる部分からは遠 く離れてはいるが、多賀城跡や利府も眺望できる所で東

郭の可能性も大である。この平場の東側は切 り立った崖面となっている。北西の尾根道は宕切

城肋へと続き、その尾根部は小さな平場群が連なり、その西側にも堀切と段状平場が認められ

る。ここは北口に位置するところでもあり北門と考えれば、東光寺城跡は東西340m×南北280

mの範囲に築城 された城館跡であろう。

10 笹森城跡 (鶴ヶ谷城)(C-512)

仙台市鶴ヶ谷館下に所在する笹森城は、標高約50m、 七北田川や岩切地区を一望できる舌状

台地の先端に立地している。しかし、古くからの上取採取地となっていて、すでに90%は破壊

されてしまった。文献的には天正年間まで鶴ヶ谷治郎が居館としたといわれ、眼下には大隅屋
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敷跡が水田に囲まれてみえる。この屋敷跡は初代兵藤大隅久俊から5代兵藤大隅信俊が住いと

した所である。また、兵藤氏は岩切の荒野を開拓 し、大井堀 (薄 ヶ沢用水)を 築工したとも伝

えられ、ここ笹森城跡周辺の遺跡としては中世を語る貴重な遺構であろう。

笹森城跡に関する追構の存在する可能性が考えられる所といえば、東側の緩やかな地形と守

屋氏宅の裏手東側の段状の平場 と言えるかも知れない。また、大隅屋敷跡の西側には、水田地

帯に張り出す「コの字」状の高まりが観察される。土塁かもしれない。

10 鴻ノ巣遺跡 (C-135)

仙台市にある中世を語る遺肋としては最も規模の大きい遺肋であろう。過般、宮城県や仙台

市の発掘調査によって、その成果が報じられている。追跡は縄文時代から近世にまで及ぶ複合

遺跡であることが判明している。とりわけ中世陶器が散布する範囲は広く、更に西方の今市遺

跡との中間にある三所北地区にまで広がっている。従って、今市遺Frtも 鴻ノ巣遺跡も一連の這

跡であり、現在登録されている各追跡は、総括的に再編する必要があろう。

12 若宮前遺跡 (旧 入山館跡)(C-522)

岩切字若宮前11番地他に立地するこの追跡は、岩切城跡の東南、東光寺の東側で、七北田川

に向って苦状に張り出す、標高35mの低丘陵に位置している。昭和50年、仙台市教育委員会が

宅地造成のための発掘調査を実施し、その一部が報告されている。

調査の成果として、調査区A地点からは、細長い尾根上を平らに整地し、北西一南東方向の

2間 ×6間 の掘立柱建物跡の検証があり、また、これら遺構に伴 う出土遺物として中世陶器が

発見されていることから、中世に営まれた遺構ではないかとの判断がなされている。更に北

東部では掘り方に段状をもつ溝も発見されている。調査区 B地点の標高36,7mの最高部から

は、地山面を整地し盛土による築造の塚状遺構が発見され、塚内からは竪穴状の土壊と中世陶

器が多数発見されている。

調査後はこの追T/tl内 には八坂神社会館や住宅が密集し、大きく変化してしまった。岩切城跡

と深い関係にあった天王社を祀ったのが八坂神社と伝えられている。

10 入生沢横穴群 (C-030)

岩切台屋敷地区の裏山には深い沢谷をはさんで入生沢と台屋敷の横穴古墳群がある。すでに

開口するものは30～40基程であるが、深い林の中には大変な数の古墳があることは間違いない。

これらは、いずれも標柱によって案内され保護されているものである。

ここ真坂の山合いを抜け青麻神社へ、さらに利府町へ通ずる小道があって、この道の開削に



よって多くの横穴古墳は、半壊、全壊されているものも多い。この横穴群の規模は沢谷斜面一

帯に認められ、 3段に巡っていて、100穴状の横穴群となって広範に及んでいる。

また、入生沢横穴群の位置するやせ尾根部の高い所には、径10m程の平垣面があって、周囲

を通路がめぐる。そこには「文政13年一電公榊―十月吉日」の碑がある。高さ60cm× 幅50cm×

厚さ40cmの 規模のものである。

10 岩切洞ノロ板碑群 (C-656)

岩切 1同 ノロ 160-10、 加藤智雄氏の宅地内に在ったとされていた石碑群は、昭和56年以降突然

消失したことが明らかにされ、その行先をつきとめる間もないまま今日に至った。

これまで、この地洞ノロ 160番地の加藤正次郎の畑地に 2基の碑があって、分布地図の中で

C-656と して登録されていた。板碑は、 1基は元応元年 (1319年 )、 他は建武 2年 (1335年 )

の年号をもつもので、岩切地区の中世の歴史を知る貴重な資料として注目されていた石碑であ

る。今回の分布調査の主眼は、この稗の行方の探査にもあった。

付近の調査の結果、次のような事柄が判明した。昭和56年当時、加藤友男氏屋敷の裏手にあ

った畑地を、カロ藤智雄氏が買い求めて宅地造成を行った際、岩切洞ノロ 101番地在住の加藤倉

之助氏が、ここからこの板碑 2基を運び出したことがわかった。この頃、この地区で火災発生

したが、石碑の在った所だけは難を免がれたとして、その後、岩切観音前 1番地の田代毅氏に

譲 り渡され、所在地を変えてしまった。こうして、この 2基の板碑は、日向,焉頭観音古碑群の

所有者である田代氏宅地内に移設建立され、氏の庭石の一つとして付設されている。

19 洞ノロ遺跡 (C-304)

洞ノロ遺跡は、岩切駅の北西約 300m、 1同 ノロ北側の町並の

裏手にあり、七北田川北岸に形成された、自然堤防上の標高約

8mの沖積地に立地 している。今回の踏査の結果、遺跡は東側

と北西方向へさらに広がりをもつものと考えられる。特に北西

側では、深掘耕作による畑地からは、中世陶器や土師器片が採

取できたし、また、「かむリハイツ」の建物周辺からも、こう

した遺物の散布を確認 している。前段に述べた、洞ノロ板碑群一帯と中世陶器散布地を統合 し

た範囲をもって「洞ノロ追跡」と認定することも可能であろう。

また、洞ノロから化粧坂、そして大前地区、さらに東北新幹線用地の間には、「条里水田」

遺構と考えられる水田帯が観察され、多賀城跡方向に広がっている。今後、古代―中世史を考

える上で重要な追跡環境をもつ地区であろうと考えている。

途
醇盈

写真 3.洞 ノロ遺跡北西側の畑

一―中世陶器――



Ⅲ日岩切城跡の遺構群調査

小井川 和 夫
1.は じめに

岩切城は、「高森館」、「鴻の館」とも呼ばれ、仙台市東郊、岩切の背後にひかえる標高 106

mの丘陵上に立地する。この地域は県西部の丘陵間をぬって東流する七北田川 (冠川)が沖棲

地へ注 ぎ出す位置であり、館跡頂部からは仙台平野を一望することができる。

館肋の立地する丘陵は、奥羽山系から派生して県西部に展開する陸前丘陵の一支群・七北田

丘陵に合まれ、館跡はその東端部に位置する。北部を菅の沢 (比高約75m)、 南部を神谷沢 (比

高約70m)に 画されて東西700m、 南北 400m以上の規模をもつ。

岩切城跡は、東西にのびる丘陵の尾根を主軸とし、その南北に派生する小丘陵をもとり込ん

で構築されており、各尾根上には大小数多くの平場がつくり出されている。地形や堀 り切りな

どの遺構の状況によって、ほば中央部のやせ尾根部分を境に西郭と東郭に区分でき、両者には

平場の形態・配置の様子にも違いが認められる。

2.西 郭 につ いて

西郭は、東西にのびる尾根上に造成された平場群、その東西両側からのびる二つの小丘陵上

に造成された平場群の二部分から成り、それらは館跡の南を画す神谷沢が北に深 く入り込む最

奥部を三方からとり囲むような位置関係にある。各部分は各々堀 り切 りによって断たれ、それ

ぞれ独立した存在になっている。

西側部分は、項部の幅が15mほ どと推定される細長い小丘陵で、北から順次高さを減じる 7

～ 8段の平場が造成されているが、ほば中央で空堀によって切 られ南北に三分されている。平

場群の中にあって南端部の平場は土塁によって以北と遮断され、また、下段平場を伴 うなど、

やや異なった役割を担った場所であることが想定される。

中央部分は、先に述べたように沢ののびに相対する位置にあり、東西40～ 50m、 南北約20m

の項部平場と、その南辺にとりつく幅10mの 広い下段平場などによって構成されている。平場

縁辺は直線的に整形され、斜面部も切り立っており、南斜面東部には下段平場から頂部平場ヘ

斜めに登る通路が設けられている。また、頂部平場北東隅、下段平場南西隅には土塁状のわず

かな高まりも認められる。西側部分とは堀 り切 り内に設置された土橋によって連絡されている

が、土橋に面する下段平場南西部では土塁上高まりが一部途切れ、通路が設定されていたこと

が推定できる。このように中央部分は整然とした遺構の配置状況を呈している。なお、西側部



分北端部の西側、及び中央部分北側の下段平場から北へのびる尾根上には、 1, 2条の堀 り切

りが設けられており、これが西郭の西・北限を区画する施設であるとみられる。

東側部分は、標高 107mの本館跡中最高位の平場を北端として南にのびる 5つの平場によっ

て構成されている。最高位の平場は「―の九」と通称され、南北に長い不整形であるが、30×

70mと いう広い面積を持つ。以下、「二の九」、「二の丸」と続 き、さらに、その南東側に 2つの平

場が接続 している。また、「三の九」以南の斜面には、その内に面としてくい違 うものもあるが、

幅10mほ どの腰郭がとりつく。各平場は整然と段をなして連続 し、またその面積も極立って広

く、本館跡では中枢的な位置を占めた地区であると考えられる。ところで、館跡の主軸となる

東西の尾根は、この地区ではやや南東に折れた後、西へのびており、「一の九」、「二の九」はこ

の尾根上に、「三の九」以下はそれから南へのびる小丘陵上にあたる。従って東郭へは「二の九」

部分から尾根づたいに連絡 している。また、南斜面部の腰郭も東側斜面を巻いて尾根へと通じ

ている。中央部分との連絡は、「―の九」に中央部分項部平場 との比高が 5mあ り、さらに堀

り切 り底面との間は落差が 8mに も及ぶ急斜面となっていることから直接的にはできず、中央

部分からは南側下段平場から東側部分の西斜面を経て「二の九」または「三の九」
へ連絡 した

ものと思われる。なお、「―の丸」北東部の丘陵上にも約10mの落差をもって 3～ 4段の平場

が造成されている。

東郭へ通じるやせ尾根部分は約60mの 距離があり、西郭際と東郭際にそれぞれ堀 り切 りが切

られている。東郭際の堀 り切 りには土橋が設けられている。

3.東 郭 について

東郭は、堀 り切 りに面した部分に造成された標高88mの 不整形の平場 とそれを巻 く下段平場

を頂点として北・東 。南にのびる小丘陵上につくられた平場群によって構成されている。

頂部平場の南東部は、各方向へのびる小丘陵の基部にあたり、90× 50mの 広い範囲の平垣面

が確保され重要な平場であったと考えられるが、後世に手が加えられた形跡もあって詳細につ

いては明らかでない。

南にのびる小丘陵は、西斜面は神谷沢から派生する沢に面して急傾斜であるが、東側はゆる

やかに傾斜 しており、南部では大きく東へ張 り出している。明確な平場は西縁部にあたる小丘

陵頂部に 3つ造成されている。それらのうち南端の平場は頂部平場面にさらに高さ2mほ どの

壇状の狭い平場がつくられているもので、本館跡内の平場にあっては異質な構成になっている。

こうした異質性は西郭西側部分南端部の平場にも認められ、ともに眺望のきく丘陵端部という

立地上の共通性がある。東側でも尾根や谷に面した斜面部に段によって区画された平場がつく

られているが、段は地形の高さに沿ってのび、平場面も地形に応じて傾斜 しており、それらは



丘陵地形を大きく変更したものではないかと考えられる。

東側にのびる尾根部分も南部東側部分と同様の様相を呈し、特に南の谷にのぞんだ斜面には

多くの段が形成されている。この東にのびる尾根上には、東郭頂部平場から約250m離 れて「桝

形状」といわれる遺構が配されている。尾根状に15× 15mの 平場を設け、その東西両端を空堀

で区画するもので、空堀は丘陵斜面部では腰郭となって平場を巻いている。また平場縁には土

塁も築かれている。東郭内に配される平場などとは様相の異なる構造であり、この部分のもつ

重要性がうかがわれる。東郭の東端を画する施設であろう。

北部では、館跡の北を画する菅の沢から分岐して南へのびてくる沢をはさんで、北および北

東にのびる小丘陵上に遺構が配されている。北にのびる小丘陵上には、東郭頂部平場から2～

3段の小平場を経て幅20m、 長さ80mの 広い平場が造成されている。丘陵端は急斜面となって

菅の沢にのぞむ。北東にのびる小丘陵は、やせ尾根となって、次第に高さを減 じながら山裾ま

で連続するが、約80mの びたところで堀 り切 りによって切断され、遺構は丘陵基部の頂部に平

場が、西斜面に細長い 3～ 4段の段状の平場がつくられている。斜面部の段状の平場は、沢を

見下ろすように設置され、また一部は沢ののびを遮るように西へまわりこんでいる。同様の段

状の平場は北にのびる丘陵の東斜面にもみられ、北部の遺構群は、この沢を大きく意識して構

成されていると推定できる。

総じて本館跡の遺構を概観すると、西郭は整然と造成された平場群から成るのに対し、東郭

は自然地形を利用した平場が多く、その様相は大きく異っているといえる。

本館跡における主要な進入路は現在のところ三方向からのものが推定される。一つは南側か

ら丘陵の尾根づたいに西郭西側丘陵南端部に至るものである。現在道路として使用されている

ため遺構の詳細は不明であるが、丘陵南端から南東へ90m離れた部分は丘陵鞍部にあたり、「岡

橋」と呼ばれていることから堀 り切 り、土橋の存在が推定される。

また、東郭からは尾根づたいに「桝形状」遺構へ至ったと考えられる。他の一つは北から沢

沿いに東郭北端にとりつくものである。

なる、これらの諸遺構とは別に、東郭の北東の丘陵上には、頂部平場とそれを取 り巻 く下段

平場、段状遺構から成る遺構群が広い範囲に造成されている。すでに述べたように、これらは

丘陵としては東郭に連続するが、堀 り切 りによって切られ、またその間に遺構が認められない

部分が在存することから、館跡と直接的に結びつけることはできないが、遺構の形状や位置か

らみて、性格を違えた何 らかの関連施設であると考えることはできる。
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図3.岩切城跡遺構概略図



ⅣE中世城郭のあり方からみた整備試論

高 瀬 要 一

1.中世山城整備の現状

全国に残る所謂中世山城と呼称される遺跡の正確な数は押えられていないが、近年調査が進

みつつある各県単位の中世城館跡の分布調査の成果から、大略の推計を試みると以下のように

なる。

これまでに調査が終了し、報告書が刊行された県は11県であり、そこで確認された中世城館

跡の総数は 7,313ヶ 所にのぼる。各県の広さの違いや、地勢、歴史の地域性といったバラツキ

はあるものの、これらを単純平均すると 1県 あたり665ヶ 所の中世城館が確認されたことにな

る。まだ調査の行われていない県にも、ほぼ同数の中世城館が残っているものと仮定すると、

全国には 665ヶ 所×45都府県 (北海道のチャシと沖縄県のグスクは本州の中世城館と同じ枠の

中で考え難いので、ここでは除外する。)で あるから、約 3万 ヶ所の中世城館が存在するもの

と想定できる。このうち一覧表に城館跡の立地が記されていて山項・山腹・丘陵上等に立地す

る城郭・砦・居館と、山麓部・平地に立地する城郭・居館とが比較的容易に分類できる静岡県

の報告書をもとに分類・集計すると、静岡県では総数 669ヶ 所のうち 410ヶ所が山頂・山腹・

丘陵上等につくられた城郭や砦・居館といった広い意味での中世山城にあたり、残 りの 259ヶ

所が山麓部や平地につくられた城郭・居館で広い意味での中世平城 (館)と 呼べるものであろ

う。つまり中世城館遺跡の約 6割 が山城ということになる。この比率を全国に及ばすと3万 ヶ

所の O.6倍であり1万 8千 ヶ所の中世山城が存在すると考えられよう。しかしこのうち、国指

定史跡となっている城郭は岩切城跡をはじめとして、現在のところ43ヶ所と数少ない。

これらを年代的にみると鎌倉時代初頭にさかのばるものから、南北朝、室町時代を経て戦国

時代、近世初頭に築かれたものまでが含まれ、年代的にはかなりの幅がある。また、その規模

や形態も数百言程度の砦、物見台といったものから、数十万どにわたる大規模なものまでさま

ざまである。

これら中世山城の現状を整備という面から概観すると、大きく三つのタイプに分類できよう。

第一は整備という点では、全くの手つかずの状態であり、山林あるいは畑等として土地利用

がなされており、遺跡内の道路も山仕事、畑仕事のための通い道があるのみという状態の城郭

である。史肋としての利用は研究者あるいは好事家による調査、探訪といったものに限られて

いる。大多数の中世山城はこの状態におかれているが、宅地造成等大規模な開発がない限り、

遺構は比較的良好な状態で保存されている。史跡等文化財の指定は受けていないものがほとん



どである。

第二には、岩切城跡のような現状にある中世山城である。一応園路が整備されており、中心

部の主要な郭は、清掃や年に 1、 2回程度の刈払い等の管理が行われている。説明板も数は少な

いが備えであり、史跡指定を受けていることも多いが、それだけではなく、さらに国定公園・

県立自然公園あるいは都市公園等に指定されている場合も少なくなく、ある程度公園的利用が

定着 している。しかし、城跡を整備するという明確な意識をもって公園化がなされている場合

はほとんどなく、遺構については中心部の目立つところのみが整備の対象とされ、それも現状

維持であり復原的な整備は行われていない。園路も遺構とは無関係に歩きやすいようにつくら

れている。数としては第一のタイプにとうてい及ばないものの、かなりの数の山城でこの種の

整備が実施されている。国指定史肋では岩切城跡の他に宇津峰 (福島)、 霊山 (福島)、 金山

城跡 (群馬)、 滝山城肋 (東京)、 八王子城跡 (東京)、 春日山城跡 (新潟)を はじめ30余 り

の城跡があり、次に揚げる第二のタイプ以外のほとんどのものが、程度の差こそあれほばこの

状態である。

第二は史跡公園として整備がなされている中世山城である。数は少なく、私の知る限りでは

国指定史跡に限られている。北から順に挙げると上之国勝山館跡 (北海道)、 柚山城跡 (福井)、

山中城跡 (静岡)、 正法寺山荘跡 (二重)、 小谷城跡 (滋賀)、 富田城跡 (島根)、 宇土城跡

(熊本)の 7ヶ 所である。これらの城肋では整備に先だって、発掘調査が行われ、その成果と

既応の研究調査とを合わせ、それらをもとに整備計画が立案され、実施をみている。発掘調査

で確認された建物跡を平面的に表示することや、堀や土塁を修復することなどが行われている

が、通路の復原については不明な部分も多く、必ずしも城郭本来の通路を歩けるようにはなっ

ていない。

以上のように中世山城の整備の現状は、他の遺肋、例えば古墳や寺跡、城郭でいえば近世城

郭などに比べて進んでいるとは言えない。また整備内容も現状維持を主体としており、本々の

間にのぞく角がとれて丸く低 くなった土塁や、埋もれて浅 くなった堀などがもたらす『風化し

自然に同化 しつつある人工』、あるいは『つわものどもが夢のあと』というイメージがふさわ

しい場所となっている。言いかえれば、それだけ想像の余地は多いものの、歴史の素養のある

人や中世城郭を勉強している人でなければ城郭の当時の姿や使われ方など、中世山城の具体的

な実態はなかなか理解できないという現状である。

2.岩 切城跡の整備

中世山城の整備の現状は以上のようなことであり、その問題点や是非についてはいろいろな

考え方があると思う。こうした現状をふまえた上での岩切城跡の整備の方向もいくつか考えら



れようが、ここでは私が期待する岩切城跡の整備のあり方を列記し、今後の整備を進めていく

上での検討課題にしていただければと考える。

① 城郭の当時の通路がどのように設定されていたのかを解明し、そのルートに沿って歩ける

ように園路を復原する。

② 敵に備えた防禦の正面と、裏側にあたる揚手をはじめとする城郭の基本的構造を理解でき

るようにする。

③ 戦闘に備えた城郭の荒々しい面と、一方武士の日常生活の中にあるゆとりや文化といった

相反する側面を空間として表現できないか。

④ 山城と山麓部の居館、主要街道、また少々離れているが多賀城との関連など、広域的な歴

史環境を理解できるような整備を行う。

③ 岩切城跡を東西に分けると、西側の一の郭以下がある部分と、東側の一画ということにな

るが、前者ではできるだけ復原的な整備を行い中世山城を理解してもらう場とし、後者は城

郭の立地や環境の保全、景観の修景を行うとともに、広場を中心とした公園的利用はもっぱ

らここを中心とするというように明確に空間を分けたらどうか。

⑥ 一の郭および三の郭で確認されている柱穴の再調査を行い、城郭の年代や各郭の性格、建

物としてのまとまりなどを解明するとともに、その成果を整備に反映させる。

以上、思いつくままに記したが、これらをすべて満足させるには、相当な調査と計画立案ヘ

の摸索が必要である。委員会を設けて叡智をあつめるというのも一案かと考えるが、いずれに

してもこれまでにない思いきった整備が実現することを願うとともに、また、それができるの

も仙台市をおいて他にないと考える。
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図 5。 岩切城跡周辺の遺跡分布図
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第 8集 仙台市向山愛宕山横穴群発掘調査報告書 (昭和49年 5月 )
第 9集  仙台市根岸町宗禅寺横穴群発掘調査報告書 (昭和51年 3月 )
第10集 仙台市中田町安久東造跡発掘調査概報 (昭和51年 3月 )
第11集 史跡遠見塚古墳環境整備予備調査概報 (昭和51年 3月 )
第力集 史跡遠見塚古墳環境整備第二次予備調査概報 (昭和52年 3月 )
第13集 南小泉遺跡―範囲確認調査報告書― (昭和53年 3月 )
第14集 栗追跡発掘調査報告書 (昭和54年 3月 )
第15集 史跡遠見塚古墳昭和53年度環境整備予備調査概報 (昭和54年 3月 )
第16集 六反田追跡発掘調査 (第 2・ 3次 )の あらまし (昭和54年 3月 )
第17集 北屋敷遺跡 (昭和54年 3月 )
第18集 枡江追跡発掘調査報告書 (昭和55年 3月 )
第19集 仙台市地下鉄関係分布調査報告書 (昭和55年 3月 )
第20集  史跡遠見塚古墳昭和54年度環境整備予備調査概報 (昭和55年 3月 )
第21集 仙台市開発関係遺跡調査報告 1(昭和55年 3月 )
第22集 経ヶ峯 (昭和55年 3月 )
第23集 年報 1(昭和55年 3月 )
第24集 今泉城跡発掘調査報告書 (昭和55年 8月 )
第25集 三神峯追跡発掘調査報告書 (昭和55年 12月 )



第26集 史跡遠見塚古墳昭和55年度環境整備予備調査概報 (昭和56年 3月 )
第27集 史跡陸奥国分寺昭和55年度発掘調査概報 (昭和56年 3月 )
第28集 年報 2(昭和56年 3月 )
第29集 郡山追跡 I―昭和55年度発掘調査概報― (昭和56年 3月 )
第30集  山田上ノ台遺跡発掘調査概報 (昭和56年 3月 )
第31集 仙台市開発関係追跡調査報告2(昭和56年 3月 )
第32集 鴻ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )
第33集 山口追跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )
第34集 六反田遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 12月 )
第35集 南小泉遺跡―都市計画街路建設工事関係第1次調査穀告 (昭和57年 3月 )
第36集 】ヒ前追跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )
第37集 仙台平野の遺跡群 I―昭和56年度発掘調査報告書― (昭和57年 3月 )
第38集 郡LL追跡Ⅱ―昭和56年度発掘調査概報― (昭和57年 3月 )
第39集  燕沢遺跡発掘調査報告書 (昭和57年 3月 )
第40集 仙台市高速鉄道関係追跡調査概報 I(昭和57年 3月 )
第41集  年報 3(昭和57年 3月 )
第42集 郡山遺跡―宅地造成に伴う緊急発掘調査― (昭和57年 3月 )
第43集  栗遺跡 (昭和57年 8月 )
第44集 鴻ノ巣追跡発掘調査報告書 (昭和57年 12月 )
第45集  茂庭一茂庭住宅団地造成工事地内追跡発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )
第46集 郡山遺跡皿―昭和57年度発掘調査概要― (昭和58年 3月 )
第47集 仙台平野の追跡群 I―昭和57年度発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )
第48集  史跡遠見塚古墳昭和57年度環境整備予備調査概報 (昭和58年 3月 )
第49集 仙台市文化財分布調査報告 I(昭和58年 3月 )
第50集 岩切畑中遺跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
第51集 仙台市文化財分布地図 (昭和58年 3月 )
第52集 南小泉遺跡―都市計画街路建設工事関係第2次調査報告 (昭和58年 3月 )
第53集  中田畑中違跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
第54集 榊明社窯跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
第55集 南小泉追跡―青葉女子学園移転新営工事地内調査報告 (昭和58年 3月 )
第56集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅱ (昭和58年 3月 )
第57集 年報 4(昭和58年 3月 )
第58集 今泉城跡 (昭和58年 3月 )
第59集 下ノ内浦遺跡 (昭和58年 3月 )
第60集 南小泉追跡―倉庫建築に伴う緊急発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )
第61集 山口追跡Ⅱ一仙台市体育館建設予定地― (昭和59年 2月 )
第62集 燕沢遺跡 (昭和59年 3月 )
第63集 史跡陸奥国分寺跡昭和58年度発掘調査概報 (昭和59年 3月 )
第64集 郡山遺跡Ⅳ―昭和58年度発掘調査概要― (昭和59年 3月 )
第65集 仙台平野の追跡群皿一昭和58年度発掘調査報告書― (昭和59年 3月 )
第66集 年報 5(昭和59年 3月 )
第67集 富沢水田遺跡―第 1冊一泉崎前地区 (昭和59年 3月 )
第68集 南小泉遺跡―都市計画街路建設工事関係第3次調査報告 (昭和59年 3月 )
第69集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報皿 (昭和59年 3月 )
第70集 戸ノ内遣跡発掘調査報告書 (昭和59年 3月 )
第71集 後河原遺跡 (昭和59年 3月 )
第72集 六反田遺跡Ⅱ (昭和59年 3月 )
第73集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅱ (昭和59年 3月 )
第74集 那山追跡V―昭和59年度発掘調査概報― (昭和60年 3月 )
第75集 仙台平野の追跡群Ⅳ (昭和60年 3月 )
第76集 仙台城三ノ丸跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )
第77集 山田上ノ台遺跡―昭和59年度発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第78集  中田畑中違跡―第 2次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第79集  欠ノ上 I追跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )
第80集 南小泉遺跡―第12次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第81集 南小泉遺跡一第13次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第82集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査慨報Ⅳ (昭和60年 3月 )
第83集 年報6(昭和60年 3月 )
第84集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅲ (昭和60年 3月 )
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